
J 本文・紀行など

昭和50年度通常会員総会...・ a ・(1 )

定款一部改正，海外登山承認

神谷恭氏を偲ぶ会・・…ー ・・ ( 2 ) 

42年目の入ガ岳(周布光兼)…(3 ) 

山名考 ・ 下(山本朋三郎)… (4 ) 

〉図書紹介

扉風岩登喜多記(石岡繁雄)…( 3 ) 

山葵会編 『奥美濃J . …・… ( 4 ) 

カット ・ 松本慎太郎

第 360号昭和 50 年 6 月 20 日発行(毎月 20 日発行)
昭和的年 8 月 31 日第三種 郵便物認可

昭和 50 年 (1975 年)

6 月号 (No.360)

主要日本山岳会

(J. A. C.) 
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州

川
白
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定
款
一
部
改
正

、

昭
和
五
十
年
度
日
本
山
岳
会
通
常
会
員
総
会
開
催

海
外
登
山
承
認
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昭
和
五
十
年
度
通
常
会
員
総
会
は
四

月
二
十
三
日
午
後
六
時
か
ら
東
京
湯
島

の
第
三
利
根
川
ビ
ル
で
百
人
近
い
出
席

者
を
集
め
て
関
か
れ
、

議
案
は
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
主
な

も
の
は
、
役
員
の
選
出
、
定
款
一
部
改

正
(
第
六
条
、

一、

二
項
)、
ま
た
五

十
年
度
事
業
計
画
と
し
て
日
印
合
同
ナ

ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ
登
山
計
画
、

当
会
創
立

七
十
周
年
記
念
事
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。

総
会
は
今
西
錦
司
会
長
の
開
会
の
辞

と
会
務
報
告
の
あ
と
、
物
故
者
十
七
人

に
対
し
て
黙
祷
が
俸
げ
ら
れ
、

引
き
続

き
今
西
会
長
を
議
長
と
し
て
本
会
議
に

移
っ
た
。

五
十
年
度
事
業
計
画
は
板
倉
勝
正
常

務
理
事
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
が
、
ま

ず
、
「
も
う
す
で
に
出
か
け
て
い
ま
す

が
」
の
前
置
き
で
、
海
外
登
山
研
修
会

山

と
し
て
、

有
志
が
四
月
二
十
三
日
か
ら

五
月
四
日
ま
で
、

ネ
パ
ー
ル
・
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
旅
立
っ
た
旨
の
説
明
が
あ
っ

た
。
土
産
話
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ま
た
五
十
一
年
に
、
日
印
合
同
の
ナ

ン
ダ
・

デ
ヴ
ィ
主
峰
(
七
八
一
六
m
)

と
東
峰
(
七
四
三
四

m
)
縦
走
の
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い

て
梶
正
彦
君
か
ら
説
明
が
あ
り
、

今
年

度
は
六
月
か
ら
五
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
調

査
の
た
め
現
地
に
逐
次
四
人
が
派
遣
さ

れ
、

イ
ン
ド
側
と
の
接
衝
が
終
っ
た
段

階
(
九
月
)
で
正
式
に
人
選
と
計
画
内

容
が
発
表
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、

高
所
登
山
委
員
会
で
と
り

ま
と
め
た

『
高
所
登
山
研
究
』

が
発
刊

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

は
望
月
達
夫
副
会
長
か
ら
説
明
が
あ
り

講
演
会
(
東
京
、
大
阪
十
月
三
集
会

(
各
支
部
単
位
)、
記
念
晩
餐
会
(
年
次

晩
餐
会
を
兼
ね
た
も
の
で
、
十
二
月
六

日

、

京
王
プ
ラ
ザ
)
の
了
承
を
得
た
。

ま
た
記
念
出
版
と
し
て
『
覆
刻
・

日
本

の
山
岳
名
著
』

(
大
修
館
)十
数
冊
刊
行

の
準
備
が
島
田
巽
、

小
林
義
正
、
山

崎

安
治
、

近
藤
信
行
の
四
氏
の
手
で
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
、

七
十
年
史
編
纂
に
着

手
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
年
度
内

の
完
成
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

の
説
明
が
あ
り
、

ま
た
海
外
登
山
援
助

の
た
め
の
基
金
設
立
の
準
備
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
こ
れ
に
先
立
っ
て
、

四
十
九
年

度
事
業
報
告
は
板
倉
常
務
理
事
か
ら
同

収
支
決
算
が
、
財
産
目
録
H

以
上
別
掲

H

は
伊
倉
剛
三
理
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
な
さ
れ
た
。
主
な
定
款
改
正
点
と

五
十
年
度
役
員
お
よ
び
評
議
員、
監
事

次
の
通
り
。

〈
定
款
改
正
V
V
入
会
金

七
千
円

を
一
万
五
千
円
に

、
マ
年
会
費
五
千

円

を
八
千
五
百
円
に

(
東
京
都、
神奈
川

県
、

埼
玉
県

、

千
葉
県
在
住
会
員
)、

三
千
五
百
円
を
六
千
円
に
(
そ
の
他
の

圏
内
在
住
会
員
)、
十
二
ド
ル
を
二
十

五
ド
ル
に
(
圏
外
在
住
会
員
)、

マ
終
身

会
費
八
万

円
を

二
十
万
円
(
十
年
以

上
の
在
籍
会
員
)
、
六
万
円
を
十
五
万

円
に

(
二
十
年
以
上
)、

五
万
円
を
十

万
円
に
(
三
十
年
以
上
)、

四
万
円
を

五
万
円
に

(
四
十
年
以
上
)
。

理
事
、

評
議
員
、

監
事
に
つ
い
て
は

別
掲
。

最
後
に
柴
田
均
二
(
秋
田
)、
村
上
勝

太
郎
(
山
形
代
理
)、
藤
島
玄
(
新
潟
)、

山
本
朋
三
郎
(
静
岡
)
、
大
沢
伊
三
郎

(山
梨
)
の
五
支
部
代
表
者
か
ら
の
支
部

活
動
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
な

か
で
「
明
年
の
支
部
三
十
周
年
行
事
」

(
新
潟
)、
「

十
月
の
木
暮
祭
」
(
山
梨
)
、

「
紅
葉
会
」
(
静
岡
)

、

「
二十
五
周
年
行

事
」
(山
形
)
と
し
て
の
催
し
も
の
が

あ
り
、
各
会
員
へ
の
参
加
呼
び
か
け
が

あ
っ
て
総
会
を
終
了
、

あ
と
は
五
百
円

会
費
で
懇
談
に
入
っ
た
。
五
支
部
の
報

告
は
次
の
通
り
(
報
告
順
)
。

〈

藤
島
氏
〉
例
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め

て
報
告
す
る
こ
と
は
な

い
が
、
新
潟
支

部
は
二
百
二
十
人
ぐ
ら
い
に
し
た
い
。

来
年
は
支
部
の
三
十
周
年
で
あ
り、
会

の
七
十
周
年
も
あ
る
の
で
、

五
十
一
年

に
は
催
し
も
の
を
い
た
し
ま
す
。
案
内

い
た
し
ま
す
か
ら
お
い
で
下
さ
い
。

〈
大
沢
氏
〉

五
月
の
木
暮
祭
は
有
志

だ
け
の
も
の
で

、

当
支
部
、

県
山
岳
連

盟
と
地
元
の
共
催
に
よ
る
木
暮
祭
は
十

月
ご
ろ
(
未
定
)
に
行
わ
れ
る
。

昨
年
か
ら
の
連
峰
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
反

対
運
動
に
つ
い
て
は
、

織
内
信
彦
氏
の

来
県
調
査
後
の
記
者
会
見
で
「
日
本山

岳
会
も
反
対
」
と
発
表
さ
れ
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
た
。

〈
山
本
氏
〉
長
年
問
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
だ
が

、
山

岳
会
と
は
な
ん
ぞ
や

と
い
う
こ
と
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
。
ま

た
関
東
、

関
西
の
大
学
O
B

が
入
会
し

て
お
り
、

海
外
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
に
出
か
け
る
気
運
が
次
第
に
高
ま
っ

て
き
た
。

〈
村
上
氏
〉
山
形
県
在
住
者
会
員
は

四
十
人
だ
が
、

支
部
入
会
者
は
二
十
三

人
。
こ
の
際

、
四
十
人
が
一
堂
に
会
す

る
意
味
で
小
倉
蓋
子
さ
ん
の
南
米
の
ス

ラ
イ
ド
土
産
を
披
露
し
て
も
ら
う
考
え

で
い
る
。
ま
た
日
本
山
岳
会
七
十
周
年

記
念
事
業
の
支
部
集
会
を
今
西
会
長
の

出
席
で
開
き
た
い
。

〈
柴
田
氏
〉
秋
田
山
岳
連
盟
と
共
催

で
夏
山
講
習
会
を
七
月
四
日
か
ら
六
日

ま
で
鳥
海
山
で
、

ロ
ッ
ク

・

ク
ラ
イ
ミ

( 1 ) 
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総
会
出
席
者

山

口
健
児
、

小
原
勝
郎
、

森
川
洋
佑

板
倉
勝
正
、

宜
岡
山
忠
四
朗、
安
彦
六
郎

石
田
裕
康
、

山
崎
安
治
、

宮
下
秀
樹
、

浜
野
正
男
、

村
上
勝
太
郎
、

浜
野
吉
生

模
有
恒

、

島
田
巽

、

山
本
健
一
郎

金
坂
一
郎
、

中
保

、

水
野
公
男
、

今

井
雄
一
一、

千
葉
保
之
、

朝
井
一
男
、

小

野
利
次
、

高
遠
宏

、

大
塚
博
美
、

片

山
全
平
、

小
林
重
一
、
堀
田
弥
一
、

大

沢
伊
三
郎
、

日
下
部
憲

、

橋
本
清

松
丸
秀
夫
、

須
田
紀
子
、

堀
内
章
雄

、

梶
正
彦

、

稲
山
明
子
、

宮
原
弘
之

、

富
田

由
紀
子

、

川
井
秋
子
、

椿
シ
ゲ
子

石
田

要
久
、

田
口
二
郎
、

成
瀬
岩
雄

、

加
藤
泰
安
、

小
林
猛
臣
、

外
山
義
夫

、

村
尾
金
二
、

浅
原
重
継
、

折
井
健
て

伊
藤
信
夫
、

林
和
夫

、

佐
藤
久
一
朗

塩
田
良
仲
、

柴
田
均
二
、
小
原
晴
子

、

菅
野
弘
章
、

三
田
幸
夫
、

吉
沢
一
郎

、

織
内
信
彦
、

佐
藤
テ
ル
、
山

本
朋
三
郎

今
井
友
之
助
、

藤
島
玄

、

平
塚
亀

一

郎
、

名
須
川

浩
、

中
西

章
、

野
口

末
延
、
越
田
和
男
、

伊
丹
紹
泰
、

小
原

俊
、

高
橋
千
鶴
子
、

関
口

周
也
、

大
滝

憲
司
郎
、
錦
織
保
清
、

小
倉
蓋
子
、

田

村
俊
介
、

吉
武
正
子
、

長
沢
佳
熊
、

神

原
忠
夫
、
川
崎
精
雄
、

泉
久
恵

、

大

野
俊
夫
、

貝
森
健
治
、

木
名
瀬

豆
、

沼
倉
寛
二
郎
、

鈴
木
郭
之
、

小
倉
茂
障

神
崎
忠
男
、

伊
倉
剛
三
、

関
田
美
智
子

ン
グ
講
習
会
は
十
月
四
、

五
日
男
鹿
半

島
で
、

冬
山
講
習
会
は
明
年
二
月
十
三

日

か
ら
十
五
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

る
。

(片
山
全
平
〉

神
谷
恭
氏
を
偲
ぶ
会名

児
耶

達
男

め
っ
き
り
春
ら
し
い
陽
気
と
な
っ
た

三
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
「
霧
の

旅
、

日
本
山
岳
会
有
志
」
の
人
た
ち
に

よ
っ
て

、

「
神
谷
恭
名
、
誉
会
員
を
偲
ぶ

会
」
が
東
京
湯
島
会
館
で
催
さ
れ
た
。

お
招
き
し
た
の
は
、

ご
令
関
お
よ
び

ご
令
息
二
名
の
お
三
人
で
あ
る
。
私
も

わ
ず
か
で
も

お
手
伝
い
を
と
一
時
間
ほ

ど
早
く
会
場
に
着
い
た
。

や
が
て
神
谷
家
お
三
人
の
方
も
来
席

さ
れ
、
持
参
さ
れ
た
神
谷
さ
ん
(
故
会

員
と
い
う
文
字
は
用
い
た
く
な
い
の

で
、

あ
え
て
神
谷
さ
ん
と
室
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
)
の
、

席
上
に
は
ま
こ
と
に
ふ

さ
わ
し
い
遺
影
も
所
定
の
場
所
に
か
ざ

ら
れ
、

牧
野
衛
さ
ん
ご
持
参
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
花
、

そ
の
他
各
種
の
花
も
献
花
さ

れ
、

準
備
も
と
と
の
っ
た
。

席
上
に
ふ
さ
わ
し
い
遺
影
と
感
じ
た

の
は
、

堅
苦
し
い
写
真
で
は
な
く
、

幾

年
か
前
、

雑
誌
『
岳
人
』

主
催
の
あ
る

席
上
で
撮
ら
れ
た
と
い
う
写
真
で
、

神

谷
さ
ん
独
特
の
、

あ
の
右
肘
を
張
っ
て

盃
を
口
も
と
に
持
っ
て
ゆ
か
れ
る
、

ス

ナ
ッ
プ
写
真
だ
か
ら
で
あ
る
。

追
い
追
い
出
席
の
方
も
集
ま
ら
れ
た

の
で
、

ほ
ぼ
定
刻
に
、

山
崎
安
治
さ
ん

の
司
会
で
会
が
始
め
ら
れ
た
。
出
席
の

方
は
、

日
高
、

模
、

一
二
回
の
三
名
誉
会

員
を
は
じ
め
、

霧
の
旅
、

日
本
山
岳
会

書 l
f亘

メ入
寸

西
錦

司 l
望

(月
順達 t
不夫 』
同

員
、

み
な
神
谷
さ
ん
と
親
交
の
あ
っ
た
一
の
、

若
者
に
ま
け
ぬ
ラ
ッ
セ
ル
さ
れ
る

一

こ
こ
で
は
待
を
ぬ
い
で
と
の
先
輩
の

一

か
た
ば
か
り
で
四
十
三
名
の
多
数
で
あ
一
お
姿、
あ
る
い
は
金
山
の
木
暮
さ
ん
の
一
お
話
が
あ
り
、

ご
恵
贈
の
ス
コ

ッ
チ
を

一

っ
た
。

一
レ
リ
ー

フ
の
前
で
の
、

敬
謙
な
お
姿
。
一
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

一

ま
ず
最
初
に
、

神
谷
さ
ん
が
逝
去
さ

一尊
敬
す
る
先
輩
に
対
さ
れ
る
後
輩
と
し

一
お
話
を
し
た、
た
の
し
い

一刻
で
あ
っ

一

れ
た
時
、

友
人
総
代
と
な
ら
れ
た
永
年

一
て
の
お
姿
に
は
、

ま
こ
と
に
胸
の
う
た

一
た。
談
笑
小
時
、

や
が
て
帰
ら
れ
る
お

一

会
員
山
崎
金
次
郎
さ
ん
の
開
会
の
辞
か

一
れ
る
思
い
が
す
る
。

一
三
人
と
お
別
れ
し
て
、

私
逮
も
ボ
ツ
ボ

一

ら
、

会
は
進
め
ら
れ
た
。
続
い
て
日
高
一
お
若
い
時
は
い
ざ
知
ら
ず

、

晩
年
は
一
ツ
解
散
と
な
っ
た
。
土
曜
会
の
出
席
名

一

名
誉
会
員
に
音
頭
を
お
願
い
し
て
、

神

一一
組
瓢
と
し
た
お
姿
で
、

山
を
歩
か
れ
た
一
簿
に
、

神
谷
恭
の
名
が
記
入
さ
れ
な
く

一

谷
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

一神
谷
さ
ん
。
何
回
か
私
も
お
供
を
し
た
一
な
っ
て
約
二
年

、

し
か
し
こ
の
三

月

二

一

も
に
、

遺
族
の
方
の
ご
多
幸
を
願
う
盃

一時
の
想
い
出
は
、

幾
多
あ
る
が
、

い
つ
一
十九
日

、

名
簿
に
神
谷
さ
ん
ご
遺
族
三

一

を
上
げ
、

後
は
名
司
会
者
山
崎
さ
ん
の

一も
温
顔
を
た
た
え
た
、

物
静
か
な
神
谷
一
人
の
お
名
前
が
記
入
さ
れ
た
の
は

、

こ

一

適
度
に
出
席
の
皆
さ
ん
の
話
し
あ
う
時

一さ
ん
に
も
珍
し
い
早
わ
ざ
が
あ
っ
た
。
一
れ
が
お
そ
ら
く
最
初
で
は
な
か
ろ
う

一

間
を
、

間
に
入
れ
な
が
ら
、

ご
指
名
の

一山
行
の
お
供
を
し

た
帰
り
、

列
車
に
乗
一
か
。
と
も
あ
れ

、

「
神
谷
恭
名
誉
会
員

一

方
達
が
、

神
谷
さ
ん
の
想
い
出
話
し
を

一る
時
、

列
車
が
混
ん
で
い
る
時
ほ
ど
、

一
を
偲
ぶ
会
」
は、
多
数
の
方
の
ご
出
席

一

聞
く
う
ち
に
、

会
場
の
雰
閤
気
は
だ
ん
一
あ
っ
と
い
う
聞
に
姿
が
見
え
な
く
な
っ
一
を
い
た
だ
き

、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

一

だ
ん
も
り
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
一
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
最
初
は
一
応
列
一
中
で

、

盛
大
に
行
わ
れ
た
。

一

お
も
し
ろ
い
こ
と
に

、

色
々
な
神
谷
一
に
な
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、

列
車
一
な
お
発
起
人
の
皆
様
お
よ
び

、

当
日

一

さ
ん
の
想
い
出
話
し
の
中
に
、

か
な
ら
一
が
ホ|
ム
へ
止
っ
た
瞬
間
、

小
身
を
利

一
カ
メ
ラ
班
と
し
て
お
骨
折
り
願
っ
た、
一
円

ず
お
酒
の
こ
と
が
出
る
の
に
は
、

い
さ
一
周
し
て
さ
っ
と
も
ぐ
り
こ
む
ら
し
い
の
一
松
本
熊
次
郎
さ
ん
の
ご
令
息
に
厚
く
お

一(

さ
か
驚
い
た
。
勿
論
、

こ
よ
な
く
山
を

一
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
達
が
車
内
に
入
っ
一
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

一

愛
さ
れ
、

ま
た
お
酒
も
適
度
に
た
し
な

一
た
時
に
は、
も
う
ち
ゃ
ん
と
席
に
座
っ
一
マ出
席
者
日

高
信
六
郎
、

模
有
恒

一

ま
れ
た
神
谷
さ
ん
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
一
て
お
ら
れると
い
う
あ
ざ
や

か
さ
で
あ
一
三
田
幸
夫
、

織
内
信
彦
、
伊
倉
剛
三
、
一

け
に
、

い
ま
さ
ら
の

ご
と

く
生
前
の
面

一
る
。
私
個
人
の
想
い
出
が
つ
い
出
て
し
一
村
尾
全
一
一

、

今
井
雄
二
、

今
井
喜
美
子

一

影
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。
な
ご
や

一ま
っ
た
が
、

そ
れ
は
こ
こ
で
や
め
て
、

一山
崎
安
治
、

金
坂
一
郎
、

渡
辺
公
平
、
一

か
に
、

そ
し
て
た
の
し
い
一
刻
を
過
し
一
さ
て
会
場
で
は
映
写
を
終
わ
り
、

い
よ
一
藤
井
運
平、
林
和
夫
、

島
田
巽
、

横
山

一

て
い
く
う
ち
に

、

制
限
時
間
も
残
り
少

一
い
よ
解
散
と
な
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
問
一
一
淳
夫

、

村
井
米
子
、

小
野
利
次
、

芳
野

一

な
く
な
り
、

最
後
に
牧
野
さ
ん
が
持
参

一
の
二
時
間
で
あ
っ
た
。
一
菊
子

、

成
瀬
岩
雄
、

坂
倉
登
喜
子
、

沼

一

さ
れ
た
、

神
谷
さ
ん
の
お
元
気
な
こ
ろ
一
そ
れ
か
ら
、
神
谷
家
ご
三
人
を
会
の
一
倉
寛
二
郎
、

伊
達
篤
郎
、

山
村
正
光
、
一

の
お
姿
を
撮
影
さ
れ
た
映
画
を
見
せ
て

一
ル
l

ム
に
お
さ
そ
い
し
て
会
場
を
後
に
一
高
遠
宏
、

神
原
忠
夫
、

松
本
宏
、

佐
藤

一

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
し
た
。
ル
l

ム
の
談
話
室
は
こ
の
日

は
一
久
一
朗、
河
野
幾
雄
、

大
野
俊
夫
、

名

一

そ
の
前
に
、

ご
長
男
立
平
さ
ん
か
一
超
満
員
と
な
っ
た
が
、

お
三
人
に
着
席

一児
耶
達
男
、

原
因
幹
市
、

神
奈
川
甚
吉

一

ら
、

前
記
の
遺
影
の
説
明
と
、

ご
あ
い
一
し
て
い
た
だ
い
た
。
一
小
林
幹
三
郎

、

観
岡
元
之
助
、

松
本
熊

一

さ
つ
、

続
い
て
ご
次
男
恭
平
さ
ん
か
ら
一
こ
の
日
出
席
さ
れ
た
方
に
は
、

遠
く
一
次
郎、
牧
野
衛
、

吉
田
久
兵
衛
、
山

崎

一

の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
神
谷
さ
一
仙
台

、

新
潟

、

山
梨

、

千
葉
な
ど
か
ら

来
一
金
次
郎
、

小
倉
厚
、

井
口
正
男
、

神
谷

一

ん
の
お
元
気
な
こ
ろ
の

、

お
姿
を
拝
見

一ら
れ
た
方
も
多
く
、

神
谷
さ
ん
の
人
徳
一
か
ね
、
神
谷
量
平

、

神
谷
恭
平

一

さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
雪
の
依
ガ
岳
で

一
の
し
か
ら
し
む
る
と

こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
一
(
順
不
同
)

一



四
十
二
年
目
の
八
ガ
岳
柳
川

周

布

光

兼

い
て
い
た
が
、

心
に
以
前
焼
き
付
け
ら

れ
た
も
の
は
野
性
の
野
と
か
人
の
気
も

知
ら
ぬ
げ
な
横
岳
西
壁
で
あ
り
赤
岳
北

西
側
だ
っ
た
の
だ
。

私
は
や
が
て
何
人
も
の
若
い
登山
者

と
相
前
後
し
て
行
者
小
屋
に
着
く
。
そ

こ
に
も
打
っ
て
変
っ
て
大
き
く
な
り
、

暖
か
そ
う
に
煙
突
か
ら
煙
を
上
げ
る
小

屋
が
符
ち
、
数
多
く
の
カ
ラ
フ
ル
な
キ

ャ
ン
プ
が
折
り
か
ら
晴
れ
渡
っ
て
来
た

広
い
雪
原
に
散
在
し
、

生
き
生
き
し
た

若
人
が
歓
談
し
、

阿
弥
陀
岳
へ
の
ル
ー

ト
や
赤
岳
の
尾
根
上
に
は
沢
山
の
パ
ー

テ
ィ
が
一
生
懸
命
に
登
っ
て
い
る
の
が

望
ま
れ
た
。

実
は
、

愚
か
な
私
は
、

先
年
復
活
以

後
の
見
果
て
ぬ
夢
の
確
認
と
ば
か
り
に

横
岳
西
壁
の
積
雪
期
ト
ラ
パ
l

ス
の
た

め
の
偵
察
も
目
的
で
来
た
の
で
あ
る
。

:
:

そ
れ
は
、
大
同
心
・

小
同
心
の

下
縁
か
ら
、
終
始
左
側
に
絶墜
を
見
て

上
下
し
つ
つ
、

ず
っ
と
南
の
赤
岳
寄
り

迄
ト
ラ
パ
l

ス
す
る
と
い

う
案
で
あ
っ

た
。
写
真
で
見
る
限
り
は
、

極
度
に
綿

密
な
計
画
と
存
分
な
訓
練
を
行
な
え
ば

か
な
り
危
険
も
考
え
ら
れ
る
が
全
く
可

能
性
が
な
い
と
も
恩
わ
れ
な
か
っ
た。

し
か
し
、

行
者
小
屋
付
近
と
中
山
乗

越
及
び
、

こ
れ
ま
た
カ
ラ
フ
ル
な
キ
ャ

ン
プ
場
を
従
え
た
立
派
に
な
っ
た
赤
岳

鉱
泉
周
辺
か
ら
プ
リ
ズ
ム
な
ど
で
二
時

間
も
偵
察
し
た
あ
げ
く
は
、

残
念
な
が

ら
こ
の
年
畿
で
ア
タ
ッ
ク
す
る
な
ど

「
と
て
も

、

と
て
も
」
と
い
う
結
論
に

到
達
し
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
私
は
負
け
た
と
は
恩
わ
な

360-1975 ・ 8

し

ん
し
ん
と
す
ご
い
冷
え
込
み
だ
っ

た
。

襖
と
障
子
に
仕
切
ら
れ
た
部
屋
に

ぽ
つ
ん
と
坐
っ
た
私
は
、

内
臓
だ
け
が

生
き
て
い
る
よ
う
な
寒
さ
に
ぶ
る
っ
て

い
た
。

「
こ

っ
ち
で
お
茶
で
も
飲
み
ま
せ
ん

か
。
」

救
わ
れ
た
よ
う
な
気
持
で
隣
室
の
温

い
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
た
し
か

農
大
関
係
の
私
よ
り
一
一、

三
歳
年
長
の

二
人
連
れ
だ
っ
た
。

私
も
自
己
紹
介
で

信
越
の
ス
キ

l

合
宿
が
終
る
や
、

た
ま

ら

な
く
な
っ
て
一
人
で
と
ん
で
来
た
こ

と

を
告
げ
た
。
三
人
は
だ
ん
だ
ん
熱
っ

ぽ
い
山

の
話
に
包
ま
れ
て
行
き
、

ま
だ

冬
天
幕
や
雪
洞
の
実
験
以
前
の
頃
だ
っ

た
が
、
コ

ブ
尾
根
と
か
パ
ッ
ト

レ
ス
な

ど
と

い
う
名
称
が
口

に
さ
れ
る
た
び
に

そ

の
青
年
達
の
限
は
輝
き
を
増
す
よ
う

だ
つ
た
。

「
こ
れ
だ
け
広
い
山
域
に
、

年
末
だ

っ
て
い
う
の
に
三
人
ぽ
っ
ち
な
ん
て
お

か
し
い
な
。
」
と
も
青
年
は
言
っ
た
。

翌
日
私
達
は
、

当
時
の
古
め
い
た
母

屋
と

湯
槽
と

の
離
れ
た
赤
岳
鉱
泉
を
後

に
、
中
山
乗
越
か
ら
行
者
小
屋
(
当
時
は

一棟
の
小
さ
い
避
難
小
屋
で
あ
っ
た
)

を
経
て
地
蔵
尾
根
か
ら
稜
線
に
出
て
赤

岳
頂
上
を
極
め
た
が
、

ア
イ
ゼ
ン
は
習

っ
て
い
た
も
の
の
輪
カ

ン
ジ
キ
は
始
め

て
着
け
る

私
を
、
そ
の
青
年
達
は
親
切

に
リ
ー
ド

し

て
く
れ
る
の
だ
っ
た
。
再

び
急
な
新
雪
の
尾
根
を
下
り
行
者
小
屋

上
の
ス
キ
l

デ
ポ
か
ら
ス
キ

ー

に
換

え
、

ど
う
し
て
も
年
内
に
帰
ら
ね
ば
な

ら
な
い
自
分
は
そ
こ

で
二
人
の
先
輩
と

別
れ
て
柳
川
南
沢
を
、

更
に
美
濃
戸
か

ら
上
槻
木
ま
で
の
長
い
淋
し
い
高
原
を

一
人
ス
キ
ー
を
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

徒
勢
勢

そ
れ
か
ら
満
四
十
二
年
経
っ
た
今
年

の
三
月
二
十
一
日
の
夕
刻
に
、

私
は
ま

た
一
人
で
茅
野
駅
か
ら
美
濃
戸
口

に
下

り
立
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
あ
の
遠
か
っ

た
高
原
も
、

今
度
は
あ
っ
と
い
う
聞
の

パ
ス
だ
っ
た
。
そ
れ
に
唐
松
林
が
物
悲

し

く
捻
っ
て
い
た
辺
り
に
は
、

八
ガ
岳

山
荘
の
大
き
な
ロ
ッ
ジ
が
鮮
か
に
人
待

ち
顔
で
建
っ
て
い
た
の
だ
。

翌
早
朝
、

美
濃
一
戸
の
三
軒
の
山
荘
わ

き
を
遇
っ
て
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
柳
川

南
沢
に
入
っ
た
が
、

改
め
て
こ
ん
な
に

も
長
い
間
訪
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
不
思

議
な
く
ら
い
だ
っ
た
。
あ
の
頃
の
少
年

時
代
以
後
は
別
の
山
や
地
域
に
夢
中
に

な
っ
た
し
、

そ
の
う
ち
に

、
戦争
参
加
と

以
後
長
ら
く
山
登
り
を
離
れ
た
期
間
、

そ
れ
か
ら
心
の
恋
人
を
求
め
て
復
活
以

来
は
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
と

こ

ろ
ば
か

り
求
め
て
来
た
身
だ
っ
た
。
だ
が
こ
の

八
ガ
岳
柳
川
あ
た
り
に
は
何
故
か
郷
愁

の
よ
う
に
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ

と

を
思
う
。
訪
ね
る
人
が
多
く
な
り

、

設
備
も
大
き
く
便

利
に
な
っ
た
の
は
問

山

か
っ
た
。
赤
岳
鉱
泉
で
コ
ッ
フ
ェ
ル
を

沸
か
し
、

今
度
は
柳
川
北
沢
の
雪
路
を

の
ん
び
り
と
降
っ
た
。

楽
し
い
早
春
の
山
旅
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー

ジ
と
は
異

な
り
、

カ
ラ
ッ
と

し
た
、

ち
ょ
う
ど
振

界
風
岩
登
肇
記

石
岡

繁
雄
著

著
者
も
あ
と
が
き
で
「
発
行
部
数
が

少
な
く
稀
観
本
と
な
っ
て
い
る
」
と
書

い
て
い
る
よ
う
に
『
扉
風
岩
登
慾
記
』

(
昭
和
二十
四
年
六
月
刊
)
は
J
A
C

の
図
書
室
の
蔵
舎
に
も
な
く
、

う
わ
さ

に
は
聞
い
て
い
た
が
本
を
手
に
取
っ
て

読
ん
で
み
る
機
会
も
な
か
っ
た
が
、

今

回
装
い
も
新
ら
た
に
同
名
の
本
書
が
再

出
版
さ
れ
た
。

本
書
は
昭
和
十
二
年
の
記
録
か
ら
始

ま
り
、

著
者
の
半
生
の
山
行
記
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て

、

扉
風
岩
登
畿

の
ほ
か
に
前
後
の
い
く
つ
か
の
記
録
が

納
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
戦

中
お

よ
び
敗
戦
直
後
の
登
山
界
を
知
る
資
料

の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、

全
頁
の
半

分
を
占
め
る
第
E

部
「
扉
風
岩
登
懇
記
」

が
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ

ル
を
読
ん
だ
こ
と

が
な
い

( 3 ) 

り
返
っ
て
輝
く

八
ガ
岳
の
全
容
の
よ
う

に
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
思
い
が
胸
中
を
占

め
て
い
た
。

八
ガ
岳
自
体
は、
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ

と
の
年
月
で
は
、

少
し
も
変
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

の
で
、

ど
の
よ
う
に
加
筆
さ
れ
た
の
か

著
者
が
あ
と
が
き
に
書
い
て
い
る
位
し

か
判
ら
ず
比
較
で
き
な
い
が
、

そ
の
大

部
分
は
登
畿
に
至
る
ま
で
の
経
過
、

な

か
ん
ず
く
後
輩
伊
藤
洋
平
氏
と
の
関
係

で
あ
ろ
う
。

昭
和
十
九
年
の
春
、

伊
藤
洋
平
氏
の

ひ
ら
め
き
(
「
扉
風
の
岩
壁
の
傾
斜
は七

十
度
は
あ
る
だ
ろ
う
。
常
識
か
ら
す
れ

ば
そ
の
よ
う
な
急
斜
面
の
壁
に
は
氷
雪

は
つ
か
な
い
は
ず
だ
。
そ
れ
な
の
に
相

当
な
範
囲
に
わ
た
っ
て
、

し
か
も
大
量

な
氷
雪
が
く
っ
つ
い
て
い
る
の
は
ど
う

し
て
だ
ろ
う
か
」
)
か
ら、

当
時
登
惑
が

不
可
能
と
さ
れ
て
来
た
解
風
岩
の
弱
点

を
さ
が
し
も
と
め
、

登
輪
車
中
は
ザ
イ
ル

の
も
つ
れ
か
ら
山
石
壁
の
真
中
に一
人残

り
、

あ
て
も
な
い
救
助
を
待
ち
続
け
な

が
ら
、

つ
い
に
中
央
墜
を
登
り
切
っ

た
。
こ
の
墜
に
寄
せ
る
す
さ
ま
じ
い
ば

か
り
の
執
念
が
舎
か
れ
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
十
月
の
伊
旗
氏
等
の
扉

風
岩
登
撃
を
祝
っ
て
、

な
け
な

し

の
酒

を
傾
け
て
大
い
に
気
炎
を
あ
げ
た
の
で

あ
っ
た
が
、

著
者
は
話
を
問
い
た
だ
け

で
ル
1

ト
図
や
写
真
の
上
で
確
認
を
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
初
登
慈
に
疑

い
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、

こ
の
こ
と

か

ら

互
い
に
挟
を
分
か
ち、
そ
れ
ぞ
れ
の



}ま
ゴ富 山
ノレ 士
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朋
>

発見 神の
さ遺 郎
れ跡沢

た
。
地
層
の
十
六
層
の
う
ち
十
三
層
は

一
も
の
も
あ
り、
両
地
方
の
影
響
が
見
ら

富
士
噴
火
の
火
山
灰
で
、
地
表
三
・

τ
二
れ
る
。
こ
の

こ
と
を
考
え
て
も
わ
れ
わ

m
の
地
下
よ
り

、
五

七
千
年
前
の
縄

一
れ
が
想
像
す
る
以
上
に

、

当
時
の
東
西

文
土
器
が
掘
出
さ
れ
た
。
こ
の
付
近
の
一
の
交
流
は
濃
か
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て

馬
の
背
遺
跡
、

丸
岳
遺
跡
、

永
尾
東
遺
一
い
る
。

跡
な
ど
出
土
品
は
富
士
山
が
ほ
ぼ
現
在

一

以
後
、
富
士
の
噴
火
で
東
西
の
交
流

の
山
容
に
な
る
前
か
、

古
富
士
の
あ
っ

一
が
断
た
れ
生
活
圏
を
移
動
せ
ざ
る
を
得

た
頃
の
古
い
縄
文
時
代
の
も
の
で
、
関

一
な
く
な
っ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
富
士
火

東
の
諸
磯
式
に
み
ら
れ
る
、

半
裁
竹
管

一
山
灰
の
た
め
、

地
中
深
く
埋
没
さ
れ
た

で
つ
け
た
沈
線
文
と
、

関
西
の
北
白
川

一
こ
れ
ら
土
器
を
使
っ
て
い

た
、

縄
文
人

下
層
式
と
同
じ
薄
手

の
舟
型
文
の
あ
る
一
遣
は
噴
火
す
る
富
士
を
な
ん
と
呼
ん
で

濃
』

山
葵
会
と
い
う
の
は
、

J
A
C

岐
阜

支
部
の
有
志
で
つ
く
っ
て
い
る
会
の
よ

う
だ
。
そ
の
人
々
が
こ
ん
ど
奥
美
濃
の

山

の
本
を
出
さ
れ
た
。
曲
目
て
岐
阜
大
に

B

一
や
り
方
で
岩
墜
に
い
ど
む
こ
と
に
な

苅
一
る
。
挟
を
分
か
ち
な
が
ら
も
岩
盤
の
中

刊
一
で
救
助
を
待
つ
問
も
著
者
は
伊
藤
氏
等

制
一
に
よ
る
救
助
を
期
待
し
、
来
る
だ
ろ
う

l
一
か
来
な
い
だ
ろ
う
か
と
反
す
う
し
て
い

l
a

る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
綿
密
な
計

函
と
は
げ
し
い
執
念
で
せ
ま
っ
て
く
る

中
に
も
、

う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
う
っ
か

り
し
た
り
、
旧
友
に
対
す
る
心
の
葛
藤

が
あ
っ
た
り
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

本
書
は
登
山
史
上
に
残
る
記
録
と
し

て
扉
風
岩
に
関
心
を
持
た
れ
る
登
山
者

に
と
っ
て
一
読
す
べ
き
文
献
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

(
昭
和
四
十
九
年
十
月
、

碩
学
書
一
房

刊
、
B
6

版
、
三
九
六
頁
、
千
円
)

(堀
内
章
雄
)

山
葵
会
編『

奥
美

お
ら
れ
た
今
西
錦
司
氏
は
、
こ

の
グ
ル
一
奥
美
濃
紀
行
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が、

l

プ
と
奥
美
濃
の
山
々
に
数
多
く
登
っ

一
一
読
実
に
興
味
深
い
。

た
こ
と
は
灰
聞
し
て
い
た
が

、

本
書
の

一

本
書
は
単
な
る
案
内
書
で
は
な
い
が

な
か
に
も
、

そ
の
こ
と
が
諸
所
に
う
か

一
そ
の
役
に
た
つ
こ
と
も
事
実
で
、
そ
れ

が
え
る
。

一
以
上
に
こ
の
山
域
を
こ
よ
な
く
愛
し
て

序
文
の
な
か
で
今
西
さ
ん
は
「
京
都

一
い
る
岐
阜
岳
人
の
息
吹
き
を
感
じ
さ
せ

北
山
は
、
私
の
揺
藍
の
山
で
あ
る
。
一
て
く
れ
る
。
採
り
上
げ
ら
れ
た
山
は
盟

中
略
|
奥
美
濃
に
は
ま
た
奥
美
濃
の
よ
一
主
能
郷
白
山

ほ
か
六
十
余
座
に
及
ぶ
。

さ
が
あ
り
、

北
山
同
様
、

愛
着
は
絶
ち

一

私
は
曽
て
早
春
の

一
目
、
南
信
の
大

が
た
い
。
と
い
う
の
は
い
ず
れ
も
登
山

一
川
入
山
頂
か
ら
木
曽
御
獄
の
左
方
に
延

の
た
め
の
人
工
が
あ
ま

り

加
え
ら
れ
て

一
々
と
続
く
純
白
な
山
波
を
認
め
、

あ
あ

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

一あ
れ
が
『
樹
林
の
山
旅
』

の
著
者
な
ど

っ
て
も
し

、

こ
う
い
う
山
に
登
ろ
う
と

一
が
俳
御
し
た
山
々
か
と
、
心
を
ひ
か
れ

す
る
と
き
は
、

た
と
え
標
高
が
低
く
て
一
た
覚
え
が
あ
る
。
同
じ
思
い
を
い
だ
い

も
、
限
も
耳
も
鼻
も
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た

一
て
い
る
人
も
少
な
く
な
か
ろ
う
。
そ
う

よ
う
に
鋭
敏
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

一
い
う
人
々
に
は
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
山
が
語
り
か

一本
で
あ
る
。

け
て
く
る
言
葉
を
識
る
こ
と
が
で
き
る

一
造
本
も
す
っ
き
り

し
て
い
て
佳
作
、

楽
し
み
|
|

そ
れ
が
北
山
に
も
奥
美
濃

一
欲
を
言
え
ば
山
村
民
俗
に
関
係
あ
る
写

に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

」

と

一
真
な
ど
を
も

う

少
し
入
れ
て
ほ
し
か
っ

書
い
て
お
ら
れ
る
が
、

海
外
の
山
々
に

一
た。
(
四
六
判
三
八
二
頁
、

写
真
九
葉

も
足
跡
の
広
い
同
氏
か
ら
、

こ
う
い
う

一略
図
多
数
、
一
九
七
五
年
二
月
十
五
日

言
葉
を
き
く
の
は
格
別
の
意
味
が
あ
一
山
葵
会
発
行

、

頒
価
一
八
O
O
円
)

る
。
ま
た
半
世
紀
も
前
の
今
西
さ
ん
の
一
(

望
月
達
夫
)

い
た
で
あ
ろ
う
。
と
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
で
最
初
の

一

超
自
然
の
恐
ろ
し
い
光
景
は
、

現
代
一
富
士
の
文
字
は

、

奈
良
時
代
の

『
常
陸

一

の
わ
れ
わ
れ
で
は
想
像
も
で
き
な
い
恐
一
風
土
記』
の
筑
波
の
条
に
、
福
葱
岳
と

一

怖
で
あ
り
、

原
始
的
な
信
仰
で
説
明
し
一
あ
る
。
つ
い
で
『
万
葉
集
』

で
、

布
士

一

納
得
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
一
能
高
嶺
、

不
尽
能
高
嶺
、
不
自
能
婆
夜

一

ぅ
。
紀
元
前
四
千
年
ほ
ど
前
に
パ
ピ
ロ
一
麻
、

布
時
能
夜
麻
、
と

い
く
と
お
り
も

一

ニ
ア
に
世
界
最
古
の
記
録
が
生
じ
た
と
一
あ
る
。
三
番
目
に
古
い
のは
、
弘
仁
三
一

い
わ
れ
て
い
る
こ
の
時
代
、

中
国
に
も
一
年
薬
師
寺
の
僧
、

景
戒
の
『
日
本
国
現
一

ま
だ
文
字
は
な
く
、

日
本
で
は
、

二
千
一
報
善
悪
霊
異
記』(
八
一
O
年
)
に
富
紙

一

年
ほ
ど
前
、

や
っ
と
中
国
の
文
献
に
日
一
厳
と
あ
る
。
時
代
が
下
る
にし
た
が
い

一

本
の
前
身
と
恩
わ
れ
る
、
倭
国
の
記
事
一
詩
文
に
は
、

不
一
一、

不
死
、
不
時
、

富

一

が
断
片
的
に
現
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
一
児
な
ど
い
ろ
い
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
。

一

も
ち
ろ
ん
日
本
に
は
文
字
が
な
か
っ
一
富
士
の
語
源
は
普
か
ら
種
々
試
み
ら一

た
。
し
か
し
な
が
ら

、

語
り
言
葉
は
あ
一
れ、
中
で
一
番
も
っ
と
も
と
恩
わ
れ
る

一

り

、
口

伝
と
し
て
何
等
か
の
意
味
合
い
一
の
は、
火
や
噴
火
の
勢
の
有
様
を
も
意

一

を
現
代
に
ま
で
残
し
て
い
る
言
葉
は
考
一
味
す
る

、

火
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一

え
ら
れ
る
。
古
代
に
遡
る
ほ
ど
人
聞
は
一
す
な
わ
ち、
噴
火
、

吹
く
、

繍
、

の
発

一

強
い
慣
習
の
鮮
に
縄
縛
さ
れ
、

言
葉
が
一
音
は
、

元
来
、

口
を
と
ん
が
ら
せ
て
息

一〉

一

-
a
a
τ

多
く
の
場
合
、

文
化
と
複
合
し
て
い
る
一
を
吹
き
だ
し
な
が
ら
発
音
す
る
も
の
で一(

の
は
自
然
で
あ
る
。
日
本
の
古
文
献
を
一
あ
る
。
こ

の
息
を
吹
く
発
音
か
ら
説
明

一

読
む
と
母
系
的
結
婚
風
習
、

思
一
子、
太

一
し
た
の
が

、
江
戸
時
代
、

松
屋
輿
清
が

一

陽
神
崇
拝
、
神
話
の
内
容
、
神
の
観
念

一
『
棟
梁
記
』

の
中
で
、

吹
息
穴
H

フ
ジ

一

な
ど
、

古
代
日
本
文
化
に
見
ら
れ
る
南
一
ナ
の
転
音
と
書
い
て
い
る
。

一

方
的
要
素
は
、

時
代
が
遡
る
ほ
ど
濃
一
木
暮
理
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、

ア
イ
ヌ

一

ぃ
。
三
世
紀
以
降
の
日
本
語
は
朝
鮮・
一
語
の
カ
ム
イ
・

フ
チ
は
火
の
神
の
意
味

一

中
国
を

含
め
た
ア
ル
タ
イ
語
的
言
語
で
一
で
あ
り
、

南
方
系
の
ア
サ
マ
も
火
の
山
一

あ
る
が
、

こ
の
ア
ル
タ
イ
語
的
言
語
の
一
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語

一

み
か
ら
は

日
本
の
古
代
文
化
な
り
、

言
一
の
フ
チ
と

、

南
方
系
の
ア
サ
マ
が
並
ん

一

葉
の
解
明
に
不
充
分
で
あ
る
、

文
字
以
一
で
一
つ
の
山
を
よ
ぶ
名
と
な
り

、

ア
イ

一

前
の
日

本
語
に
は
南
方
的
要
素
が
か
な

一
ヌ
よ
り
も
優
勢
で
あ
っ
た
南
方
系
の
ア

一

り
あ
る
で
あ

ろ
う

こ
と
は
、
生
活
様
式

一
サ
マ
が
こ
の
山
の
神
の
名
に
な
り
、

ア

一

文
化
に
、

現
代
に
お
い
て
も
南
方
的
要
一
イ
ヌ
語
は
単
に
山
の
名
と
し
て
残
っ
た

一

素
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
で
も
う
な
一
も
の
と
い
う
。
ア
サ
マ
に
浅

間
の
文
字

一

ず
か
れ
る
。
富
士
山
を
表
わ
す
名
前
は
一
が
当
て
ら
れ
セ
ン
ゲ
ン
と
音
読
さ
れ
富

一

『
日
本
山
岳
士
宮
に
よ
れ
ば
三
十
余
あ
一
士
浅
間
神
社
と
な
っ
た
。
御
殿
場
市
内

一

り
、

丹
念
に
調
べ
れ
ば
百
前
後
あ
る
、

一
で
発
掘
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
土
器
が
、
-
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口
で
あ

る

。
白
田
山
は
中
央
火
口
岳
で

あ
る
。
側
火
山
を
十
五
も
っ
。
遠
笠
山

矢
筈
山
、

大
室
山
、
小
室
山
は
主
な
側

火
山
で
あ
る
。

日
本
の
島
に
フ
ォ
ッ
サ

・

一
天
城
山
の
名
の
お
こ
り
に
は
諸
説
が

天
城
山

一

マ
グ
ナ
の
で
き
た
頃
に
一
あ
っ
て
決
定
的
な
語
源
が
な
い
。
天
城

は
、

ま
だ
富
士
山
も
で
き
て
お
ら
ず
、

一
と
書
い
て
ア
マ
ギ
と
現
在
読
み
で
あ

伊
豆
半
島
も
も
ち
ろ
ん
海
上
に
は
で
て
一
る
。
天
は
本
来、
ァ
メ
が
正
し
い
。
こ

い
な
か
っ
た
。
諸
学
説
を
基
に
、

想
像
一
れ
に
他
の
字
が
続
く
と
ア
マ
と
発
音
す

を
た
く
ま
し
く
し
て
み
る
と

、

静
岡
県
一
る
。
天
水
H

ア
マ
ミ
ズ
の
ご
と
く
。
天

の
東
部
は
、

富
士
川
か
ら
神
奈
川
県
の
一
と
は
青
々
と
空
高
い
さ
ま
、

あ
る
い
は

酒
匂
川
辺
り
を
結
ぶ
五
十
伽
ほ
ど
の
、

一
雨
水
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
城
は
キ
で

大
き
な
湾
が
甲
府
盆
地
を
洗
う
、

そ
の
一
あ
る
。
こ
の
文
字
の
配
列
か
ら
山
名
は

西
南
岸
に
相
当
し
て
い
た
。
約
百
万
年
一
村

、

広
々
と
し
た
空
に
高
く
抜
き
で
た

位
前
の
想
像
で
あ
る
。
こ
の
湾
の
海
上
一
城
の
よ
う
な
姿

、

料
、

天
を
雨
の
借
字

遥
か
に
猫
越
岳
の
頂
上
が
小
島
と
し
て
一
と
考
え、
雨
の
多
い
高
い
山
、

と
考
え

浮
ん
で
い
た
。
時
代
は
下
り
、

フ
ォ
ッ

一ら
れ
る
。
天
城
連
峰
は
太
平
洋
か
ら
の

サ
・

マ
グ
ナ
地
帯
に
海
底
火
山
が
相
つ
一
暖
気
流
を
ま
と
も
に
受
け
止
め
る

、

多

ぎ
、

箱
根
山
、

愛
腕
鳩山
、
古
富
士
、

八
一
雨
地
域
で
あ
る
。

ガ
岳
、

妙
高
な
ど
が
噴
火
し
た
。
こ
の
一
別
の
語
源
。
昔
は
こ
の
山
に
甘
木H

富
士
火
山
脈
に
属
す
る
地
帯
に
相
つ
い
一
カ
ン
草
が
生
え
繁
っ
て
お
り

、

こ
の
甘

で
熱
海
火
山
、

達
磨
山
火
山
、
天
城
火
一
木H
ア
マ
ギ
を
奈
良
時
代
に
美
麗
な
天

山
が
爆
発

、

伊
豆
半
島
の
原
型
を
作
っ
一
城
の
文
字
に
仮
借
し
た
と
の
説
で
あ

た
。

暫
く
し
て
、

富
士
噴
火
が
古
富
士
一
る
。
天
城
と
は
い
つ、
誰
が
名
付
け
た

を
埋
め
、

三
原
山
の
噴
火
の
頃
伊
豆
七
一
の
か
判
ら
な
い
。

島
が
で
き
た
。
こ
の
間
の
地
殻
変
動
で
一
重
々
と
折
重
な
る
よ
う
な
天
城
の
山

伊
豆
の
溶
岩
流
が
東
西
海
岸
で
大
陥
没
一
波
は、
単
調
な
富
士
山
ゃ

、

低
い
丹
沢

を
起
し
、

ほ
ぼ
現
在
の
断
崖
状
の
海
岸
一
の
山
、

回
児
の
浦
の
背
後
の
山
々
に
比

線
を
創
っ
た
。
一
べ
れ
ば

、

海
岸
の
断
崖
か
ら
突
起
し
た

こ
の
半
島
の
主
峰
の
天
城
山
は
単
独
一
よ
う
な
天
城
の
連
峯
は
、

幅
広
く
、

強

の
一
峯
の
名
称
で
は
な
い
。
賀
茂、

国
一
靭
な
城
の
よ
う
に
み
え
る
。
天
城
山
を

方
の
郡
境
に
壁
の
ご
と
く
連
ら
な
る
火
一
み
て
名
付
け
た
昔
の
人
が

、

北
方
か
ら

山
群
峰
の
総
称
で
あ
る
。
天
城
山
の
火
一
の
人
種
で
あ
れ
、
黒
潮
に
乗
っ
て
や
っ

口

は
直
径
約
七
h
、

客
木
山
、
蔦
二
郎
一
て
き
た
南
方
系
か

、

ま
た
、

馬
に
乗
っ

岳
、

高
三
郎
岳
、

池
ゐ
西
、

八
丁
池
、

一
て
陵
地
を
通
っ
て
き
た
人
種
で
あ
れ

、

三
筋
山
の
線
を
結
ん
だ
ほ
ぼ
円
型
の
火
一
天
城
は
『
天
に
そ
び
え
る
城』
の
よ
う

関
東
、

関
西
の
両
系
統
の
影
響
を
も
っ

て
い
る
の
と
、
併
せ
考
え
る
と
う
な
ず

け
る
。

だ
狩
野
川
の
氾
濫
で
落
着
か
ず
、

彼
等

は
当
然

、

玄
岳
や
日
金
山
を
背
に
し
た

、

H

ク
ロ

、

と
は
黒
と
異
一
南
傾
面
の
山
麓
に
居
を
構
え
た
と
考
え

玄
岳

一

っ
た
意
味
が
あ
る
。
黄
色
一
ら
れ
る
。
こ
の
山
麓
は
傾
斜
も
ゆ
る
く

が
か
っ
た
黒
色
、

天
H

ア
メ
、

奥
深
く
一
燃
木
は
手
近
か
に
あ
り、
小
動
物
も
生

静
か
な
さ
ま
、

北
方
を
指
す
、

と
い
っ

一息
し
て
お
り
、

ま
た

、
川
、
海
に
も
近

た
意
味
を
も
っ
。
玄
人
目
ク
ロ
ウ
ト
、

一
い
の
で
、

狩
猟
・

漁
械
の
理
想
的
台
地

玄
理
H

ゲ
ン
リ
、

玄
天
H

ゲ
ン
テ
ン
、

一
で
あ
っ
た
ろ
う
。

玄
武
H

ゲ
ン
ブ
、

な
ど
と
使
わ
れ
る
。
一
『
倭
名
紗
』

に
、

釣
棒
、

禅
樹
、

符
、

伊
豆
田
方
の
平
野
か
ら
せ
り
上
っ
て
一
橡
、
様、

こ
れ
ら
を
み
な
ク
ヌ
ギ
と
読

み
え
る
玄
岳
の
名
の
起
り
は
文
字
か
ら
一
ま
せ
で
あ
る
。
こ
の
ク
ヌ
と
い
う
の
は

は
解
明
し
難
い
。
現
在
の
富
士
山
が
ま
一
列
、
挙
し
た
文
字
の
ご
と
く、

一
定
の
樹

だ
現
出
し
て
い
な
か
っ
た
太
古、
古
富
一
木
を
指
し
た
も
の
で
な
い
。
ま
た、
ク

土
と
箱
根
、

愛
鷹
山
に
挟
ま
れ
た
、

高
一
ヌ
H

ク
と

、

キ
は
同
意
語
に
用
い
ら
れ

原
状
の
台
地
は
古
代
人
の
よ
き
生
活
圏
一
て
お
り
、

と
く
に
燃
木
H

薪
に
の
み
ク

で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の
頃
、

現

一
と
い
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
燃

在
の
沼
津
や
三
島
の
平
坦
地
は
ま
だ
海

一木
H

薪
を
使
う
電
戸
を
ク
ド
と
い
う
。

中
に
あ
っ
た
。
そ
の
、

熱
海
、

達
磨
、

一
岐
阜
県
で
は
ク
ド
は
い
ろ
り
の
こ
と
で

天
城
の
火
山
爆
発
と
陥
没
で
、

ほ
ぽ
今
一
あ
る
。
秋
田
辺
り
で
は
熔
炉
H

し
ち
り

日
の
伊
豆
半
島
が
で
き
た
。
で
き
た
て
一
ん
、

新
潟
県
で
は
火
の
燃
え
て
い
る
と

の
伊
豆
半
島
と
異
な
り
、

古
富
士
、

箱
一
こ
ろ

、

を
指
す
。
か
よ
う
に
ク
ド
H

ク

根
、

愛
鷹
に
は
植
物
が
繁
り
、
小
動
物

一と
は
燃
木
H

薪
を
広
く
意
味
し
て
い
る

も
多
く
生
息
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
古
一
こ
と
が
判
る
。
一

係
か
ら

代
人
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
圏
で
あ
っ
た
ろ
一
柳
田
国
男
氏
の
地
名
雑
考
に
よ
れ
一
「
山
」
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
方

ぅ
。
古
代
人
達
は
そ
の
後
、

富
士
噴
火
一
ば、
全
国
地
名
の
、

久
野
脇
、

久
木
、
一
が
最
近
と
み
に

多
く
な
っ
て
、

係
で
は

の
火
山
灰
で
何
層
に
も
埋
め
ら
れ
る
逐
一
国
木

、

桐
回
、

柊
木
、

久
原
、

久
野
、
一
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ぉ

命
と
な
り
、

箱
根
の
裾
野
伝
い
に
、

函
一
久
沢、
久
土
、

久
場
、

久
平
な
ど
は
み

一寄
せ
い
た
だ
い
た
原
稿
は
な
る
べ
く
早

南
、

韮
山
方
面
へ
と
移
住
せ
ざ
る
を
得

一な
、

燃
料
採
集
地
を
意
味
す
る
と
の
こ

一い
機
会
に
収
録
す
る
よ
う
に
努
力
い
た

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
、

沼
津
、

一
と
で
あ
る
。

一
し
ま
す
が
、

掲
載
順
が
前
後
す
る
こ
と

三
島
は
堆
積
土
少
な
く
、

水
路
も
定
ま
一
地
質
学
的
に
玄
岳
は
熱
海
火
山
の
火一が
あ
り
ま
す
の
で
ご
諒
承
下
さ
い
。
ま

ら
ず
、

沼
地
多
く
縄
文
人
の
居
住
先
は
一口
壁
の
一
山
頂
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
た
、

「
山
」
は
、

な
る
べ
く
多
く
の
方

玄
岳
や
日
金
山
の
山

麓
帯
と
考
え
ら
れ
一
玄
岳、
日
金
山
、

伊
豆
山
、

を
結
ぶ
楕
一
の
文
章
を
収
録
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の

る
。
火
の
使
用
、
し
た
が
っ
て

、

断
え
ぬ
一
円
型
の
火
口
を
も
っ
た
熱
海
火
山
が

、

一
で、
原
稿
は
あ
ま
り
長
文
に
な
ら
ぬ
よ

火
を
保
つ
燃
木
を
た
や
す
く
得
ら
れ
る
一
地
殻
変
動

、

断
層
陥
没
な
ど
で
熱
海
湾
一
う
四
O
O
字
五
枚
を
最
高
限
度
の
目
安

地
点
は
、

居
を
構
え
る
重
大
な
条
件
の
一
が
で
き

、

玄
岳
は
あ
た
か
も
そ
れ
自
体

一と
お
考
え
下
さ
い
。
締
切
り
は
発
行
月

一
つ
で
あ
る
。
肥
沃
な
田
方
平
野
も
ま
一
の
突
出
し
た
山
の
よ
う
に
み
え
る
。
現

一
の
前
々
月
末
で
す
。

「
山
」
4

月
号
、

田
辺
主
計
氏
の
文
章

中
、

4

ペ
ー

ジ
3

段
8

行
目
を
次
の
よ

う
に
訂
正
し
ま
す
。

(
誤
)
「
人
に
人
を
捨
て
さ
せ
る
」

(
正)

「
人
に
命
を
捨
て
さ
せ
る
」

に
行
手
に
は
だ
か
っ
て
い
た
と
思
う

。

在
の
熱
海
市
は
火
口
壁
内
な

の

で
あ

る

。
徳
川
時
代
の
古
文
書
に
熱
海
湾
の

『
海
湧
き
魚
死
す
』

な
ど
と
書
か
れ
で

あ
る
も
当
然
で
あ
る
。
こ
の
熱
海
火
山

の
南
麓
の
斜
面
台
地
に
住
ん
だ
縄
文
時

代
人
か
ら
、

弥
生
時
代
そ
し
て
律
令
時

代
へ
と
口
伝
さ
れ
た
薪
木
H

ク
木
を
と

る
山
と
し
て
の
玄
岳
が
伝
世
し
た
と
考

ゐ
え
」
た
い
。

ク
ノ
木
岳
が
ク
ロ
キ
岳
と
音
変
し

、

さ
ら
に
キ
が
除
か
れ
て
、

ク
ロ
岳
と
な

り
、

後
世
、

玄
の
文
字
が
当
て
ら
れ

、

玄
の
文
字
の
も
っ
、

奥
深
く
静
か
な
山

と
掛
合
わ
さ
れ
た
山
名
と
考
え
る
は
あ

ま
り
に
も
文
学
的
に
す
ぎ
る
か
。
(
完
)

訂
正

( 5 ) 
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昭和 49 年度日本山岳会収支決算書

自昭和 49 年 4 月 1 日

1. 総括表 至昭和 50年 3 月 3 1 日

1 "", . 1... w 1 1 差引残高の処理
区 分|歳入|歳 出 |差引残高!
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22. 一般会計(歳入〕

日|f4 

経 常収入
入会金

逼年度会書;
次年度会費
終 身会費

事業 収入
山岳広告料1
会 報広 告料f
山日記印税
刊行物売上
その他事業収入

雑 収入
利息
山岳診療助成金
貸室料
その他け唯収入
寄 付 金

未 収金
過年度末収金
秩父在家御下賜金
山研募金 収入
山研利用料

預り 金
海外登山研修費
山日記 広 告料

小記

前年度繰越

合計

(歳出)

科目

運 営管理費

手 当
文具費
印刷費

j 告 3

予算 | 決算 |
13 , 000 , 000 1 14 , 473 , 480 
1 , 000 , 000 1 1 ,491, 000 

12 , 000 , 000 1 10 ， 34~ ， 594 
1,435 ,591 

773 , 295 
430 , 000 

3 , 195 , 960 
809 , 700 
250 , 000 
380 , 000 

1 ,322 ,490 
433 ,770 

963 , 998 
239 , 064 
500 , 000 

14 , 000 
184 ,434 

26 ,500 

964 ,636 

6 , 200 , 000 
1 ,500 , 000 

400 , 000 
4 , 000 , 000 

300, 000 

1, 130 , 000 
300, 000 
500 , 000 
30 , 000 

300, 000 

2 , 200 , 000 
2 ,200 , 000 

増減〔ム〉

1,473 ,480 
491, 000 

ム 220 ， 815

773 , 295 
430 , 000 

ム3 ， 004 ， 040
ム 440 ， 300

ム 20 ， 000
ム2 ， 677 ， 510

133 ,770 

ム 166 ， 0 02
ム 60 ， 936

。

ム 16 ， 000
ム 115 ， 566

26 ,500 

ム 1 ， 235 ， 364

330 , 000 
589 ,500 
45.136 

1,810 , 000 
1 ,660 , 000 

150 , 000 
-一一一一一←一一」

I 2~山ω5臼m…3ω0
2 ,532 ,338 1 2 ,532 ,338 

1 25 , 062 , 338 1 抑制 ， 412 161, 121 , 926 

| 予算 | 決算 | 増減 ω
12 ， 501 ， 000 1 11 ， 282 ， 453 1ム 1 ， 218 ， 547

3 , 000 , 000 1 2 ， 652 ， 640 1ム 347 ， 360
100, 000 1 65 ,880 1ム 34 ， 120
860 , 000 1 799 ,301 1ム 60 ， 699
760 , 000 1 698 ,980 1ム 61 ， 020

2 , 220 , 000 1 1 ， 34 1 ， 861 1ム 878 ， 139
4 ， 096 ， 000 1 4 ， 095 ， 840 1ム 160

1 ， 81 目 ， 日目。

警護主 | 133:総 14221 l iijお
諸税会費 1 70 , 000 1 107 ,265 I 37 , 265 
蓄熱費|肌000 125M11 1 m11

話 料 1 170, 000 1 146 ， 389 1ム 23 ， 611

委譲喜 1 1itmi l 1512; 12 2fお
備品費 1 30, 000 1 18 , 000 1ム 12 ， 000
振替料 100 ， 000 1 91,605 1ム 8 ， 395
支部運営費 320 ， 000 1 377 , 200 1 57 , 200 
福利厚生費 30 ， 000 1 34 , 000 1 4 , 000 
雑貨 150， 000 1 125 , 751 1ム 24 ， 249

事 業費 1 9 , 195 , 000 1 5 ， 401 ， 165 1ム3 ， 793 ， 835

出版費 1 6 ,830 , 000 1 3 ， 804 ， 71 2 1ム3 ， 025 ， 288
図書費 200 ， 000 1 207 ,460 1 7 ,460 
調査研究費 1 700 , 000 1 535 , 000 1ム 165 ， 000
指導賛 1 385 , 000 1 364 ,373 1ム 20 ， 627
海外諸関係費 1 100 , 000 1 22 ， 000 1ム 78 , 000 
名簿発行 1 300, 000 1 11 ， 670 1ム 288 ， 330
山研i運営費 1 300 , 000 1 170 ， 000 1ム 130 ， 000
そ￠ 他 事業費 1 380 , 000 1 285 ,950 1ム 94 , 050 

予備費 1 1, 000 , 000 1 276 ， 940 1ム 723 ， 06日

資本財産編入引当金 1 1, 000 , 000 1 1 , 490 , 000 1 490 , 000 

その{也引当金 575 , 000 1 575 ， 即日

仮払金 1 1 , 930 , 000 1 1 ， 930 ， 0目。

別途会計編入 1 700 , 000 1 700 , 000 

預り金 1 1,810 , 000 1 1,810 , 000 1 1 

小 計 1 23 ,696 , 000 1 23 ， 465 ， 558 1ム 230 ， 442

次 年 度繰越 1 1 ， 3ω66 ， 3幻38引 474 ， 854 1悼ム 89引1 ， 48斜4 

合計 | 仰62，別 | 仰4

3. 月IJj会会計 〔編入内訳〉

科 目 | 繰越 | 歳入 !
終身会華若干責立金 11,500 , 0001 430 , OO~ 
ノレーム基金責立金 1 157;0001 100 ， 00司

盟問至上 1抑制 111J11
合計 11 ， 827 ， 0001 7仰O

歳出 | 震年E

J!: 
4 . 引当金

人一川
町一

科 | 歳入 |目 ! 繰越

建時:騒
山研 管理費

目会主;桔 | 131:111
合計 1 220 ， 0咋ω5 ， 0001

1 そ鵠勢 l
国土」 歳出

国割
直宝1 1:
国間

昭
和
五
十
年
度
通
常
会
員
総
会

会
員
総
数
一
二

、
二
五

一
名

出
席
九
二
名

委
任
一

、

O
三
六
名

合
計
一

、

一
二
八
名

法
定
数
一

、

O
八
四
名

昭
和
何
年
度
事
業
報
告

-
登
山
の
指

導
と

奨
励
に
必
要
な
集
会

、

講
習
会
お
よ
び
展
覧
会
の
開
催

川
刊
集
会

・

四
月
一
一
一
一
日
支
部
長
会
議

(
O
・

G
・

A
会
館
)

・

五
月
二
O
日
第
一
ニ
O
六
回
小
集
会

カ
ン
ジ
ロ
パ
登
山
隊
報
告
会
講
師

北
里
大
学
河
村
栄
二
氏

(
本
会
〉

・

六
月

一
日
l

二
日
第
二
八
回

ウ
エ
ス
ト

ン
山即応

(
上
高
地
〉

・

六
月
三
日
地
図
の
会
の
集

り
(
木
会
)

・
七
月
六
日
講
演
会
講
師
模
有
恒
氏(本

会
〉

八
月

八
日
j

九
日
第
三

O
七
回
小
集
会

中
部
地
区
支
部
懇
親
会

(鉄
舟
寺
〉

八
月

二
O
日

第
三
O
八
回
小
集
会

エ
レ
ベ
ス

ト
南
壁
報
告
会

講
師
湯
浅
道
男
氏

(岸
体
育
館
〉

八
月
三
O
日

第
三
O
九
回
小
集
会

女
性
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
報
告
会

議
師
黒
石
恒
氏

(岸
体
育
館
)

九
月
二
日

J

・

ダ
ン
シ
1

ス
女
史
を
囲

む
会
(
本
会
)

九
月

一
O
日

第
一三

O
回
小
集
会

ジ
ャ
ヌ

1

報
告
会
(
本
会

)

九
月
一
五
日
l

一
六
日
第

二
一
一
一
回小

集
会

支
部
懇
談
会

(
上
高
地
)

九
月
一
八
日
山
岳
図
書

を
語
る
タ
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財産自録

昭和 50年 3 月 31 日現在
5) 刊行物，服飾品棚卸現在高

額 1

1,956 , 197 I 
314 ,680 I 

2,270 ,877 I 

金要

物(山岳，山岳怒刻版等〉

品〔ネグタ イ等〕

t商

行

飾

基本財産

貸

額金先

日本信託銀行本店

入預

託

類

信付

種

討会え込
日

数

3 ， 255 珊

1 ， 268 冊

冊要

(49年度受入冊数144舟〉

(グ 9舟〕

1肉

図6) 
金

2. 運用財産

1) 保証

類

書
室
百

種
額� 

3It. 先入預類種

7) 什器 備品

宛名カ ー ドケー ス ( 1 ) ， 新刊書ケース ( 1 ) ， セフネス金庫 ( 1 ) ，

宛名印刷機 ( 1 )，ロ ーヤノレタ イ プライタ ー(1 ) ， 電話 ( 1 ) ， スラ

イドプロ ジェグタ ー (1 ) ， 雑誌棚 (4)，折りたたみ精子 (47) ，

机 ， テーフツレ ( 17 )，スチーノレ黒板 (2)，両開書庫 (8)，ファイ

リングキャ ビ ネッ ト (6) ， マッフ.戸ッカ ー (1)，コ ンパック移動

書庫 (4)，キーパー引達書庫 (2)，移動式踏台 (1)，スチーノレ書

架 (4) ， 組立用本初I! (1)，スクリーン (1)，電気掃除機 ( 1 )，ホ

ーノレスタンド (3)，手提金庫 ( 1 ) ， 複写機 ( 1 ) ， タ イプスタンド

(2) ， 電気冷蔵庫 ( 1 )，応綾セット ( 1 ) ， 湯沸器 ( 1 )，折りたた

み運級車 ( 1 ) ， パンチカ{ ドケース(1)，耐火金庫 (1) ， テープ

レコ ーダー ( 1 ) ， 卓上電算機 (1)，ワ ゴン ( 1)，工具一式 ( 1 ) ，

十字袋 (6) 49 .11 購入

額

407 ,074 

2,797 , 189 

198 ,707 

18 ,812 

58 , 272 

2,000 ,000 

1, 000 ,000 

95 , 271 

151 ,529 

金先

三和銀行本郷支店

協和銀行神田支店

東京銀行本店

八十二銀行松本支店
協和銀行神田支店

三菱銀行神田橋支店

日本信託銀行本店

東京振替貯金課

側利根川商事

入t.N 

現

普

金

金

金

~C 
6>, = 

金

類

T員

期預

銭信

替預

E正

通

保

種

定

金

振

8) 絵画

・ 北穂高岳滝谷〔足立源一郎， i由一25) ・北穂高岳主峯(足立源

一郎， i由一25) ・ 或朝の槍ヶ岳(足立i店、一郎，油-25) ・ 槍ヶ

岳(足立源一郎， 油-p 8) ・群猿(石井錦三墨絵〉 ・ 鳥(石

井鶴三， 墨絵〉

・ 徳本峠から穂高速峰(石田吟松， 墨絵〉 ・ 富士山麓(茨木猪之

吉， 油-A25) ・ 伊豆半島 〈茨木猪之吉， i由一10) ・ 針之木峠

(茨木猪之吉， i由一 10) ・ 初冬の両神山(茨木猪之吉， i由-

10) ・モンプランメ ーノレドグラス(シュラギットワイト，エッ

チング) ・北岳(高速 宏， 版画〕

・ 白馬岳(中村清太郎， i由一A50) ・ 田代池の白樺 (中村清太郎，

f由一変型 6) ・ 後立山連峯 (中村清太郎，水彩) ・ 槍ヶ岳初夏

〈中村清太郎， i由一10) ・ ユングフラウ(山里寿男， i由一10)

. i図沢より 北穂高(山里寿男，水彩-6 ) ・ カンチェンジェン

ガ (矢崎千代子，パステル画〉 ・ プカヒノレカノノレテ(渡辺九郎 ，

水彩〉

6 ,726 ,854 

物〔上高地山岳研究所〉

|長野県南安曇郡上高地国有林山 | 
|鉄筋コンタリ ート 造(一部木造)嚇 109.35m' l

未収金， 仮払金

青「

所

造

建

þ、
口

3) 

場

f百

4) 

要

前年度末収金

歳 入 決算額

刊行物売上未収金

仮 払 金

額

2,200 , 000 

ム 964 ， 636

1,061 ,880 

1,930,000 

金t商

4,227 ,244 計�. 

'" 
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長
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昭和 50 年度日本山岳会収支予算 (歳出〕

1. 総 括 表
至自 昭昭和和 5501 年年 43 月月 311 日日 科 目 | 予 算 | 前年度予算 | 増減 ω

95.000 

l 歳 入 1 .I:I:l T.íífi l ~51~~ 1 闘の処理 2 ,700 , 000 1 3 , 000 , 000 ム 300.000

区 分 予算額算出予算額差引残官一 号段|琴震 100, 000 1 100, 000 。

850 , 000 1 860 , 000 Lè与 10, 000 
800 , 000 1 760 , 000 40 , 000 

| 吋&5moo)1 8ll 2 ,200 , 000 1 2 ,220 , 000 どと〉 20 , 000 
一般会計31 ， 652 ， 098Ic�:9S�: (00)13, 081 , 0981(1, 000 , 000)13 , 081 ， ω8 4 ， ω6 ， 000 1 4 , 096 , 000 。

別途会計| 久2町001 3 ， 875 ， 0叫，れ叫 1 ， 490，川口 80 , 000 1 65 , 000 15 , 000 
250 , 000 1 150 , 000 100, 000 

1 37 ， 904 ， 098132 ， 446 ， 000 15 ， 458 ， 098nJ州oq 120 , 000 1 70 , 000 50 , 000 
合計 37， 904 ， 098132 ， 446 ， 000 15 ,458 , 0981'�:49o: OOW ,458 , 098 300 , 000 1 180, 000 120, 000 

170 , 000 1 170, 000 。

2. 一般会計 (歳入〕 50 , 000 1 50 , 000 。

| 予 算 | 前年度予算 | 増減 ω
150, 000 1 150 , 000 。

科 目 30, 000 1 30, 000 。

100, 000 1 100, 000 。

経i常t号収入i} 
20 , 950, 000 13 , 000, 000 7 ， 9 5 日 ， 000 400 , 000 1 320, 000 80 , 000 
1 ,950, 000 1 , 000 , 000 950, 000 50, 000 1 30, 000 20 , 000 

19 , 000 , 000 12 , 000 , 000 7 , 000 , 000 150, 000 1 150 , 000 。

10 ， 213 ， 00日 9 ， 19 5 ， 0目。 1 ， 日 18 ， 000
6 ,738 , 000 1 6 ,830 , 000 iご与 92 , 000 

320, 000 1 200, 000 120 , 000 
880 , 000 1 700 , 000 180 , 000 

事i刊そ業のf行他収E物事業5売入収3上入} 

4 , 900 , 000 6 ， 2日目 ， 000 ム 1 ， 3 0日 ， 000 535 , 000 1 385 , 000 150, 000 1 ,500 , 000 1, 500 , 000 。
100 , 000 1 100, 000 。

400 , 000 400 , 000 。
400 , 000 1 300, 000 100, 000 
300, 000 1 300, 000 。

2 ,500 , 000 4 , 000 , 000 ム1 ， 500 ， 000 440 , 000 440 , 000 500 , 000 300 , 000 200 , 000 500 , 000 1 380, 000 120, 000 

雑品ii
1 ， 100 ， 目日目 1 ， 130 ， 日日目 ム 30 , 000 1, 950 , 000 1 1 ， 000 司 日日目 9 50 ， 日目。

300, 000 300, 000 。 1 ， 81 2 ， 00日 1 ， 812 ， 日【)0
500 , 000 500 , 000 。 2 ， 日o日 ， 0日目 1 ,000 , 000 1, 000 ,000 

30, 000 正斗 30, 000 ノ次j、 繰言十越 || 28 ,571 , OOO i| 23 , 696 , O00 | | 4 ,875 , 000 
300 , 000 300 , 000 。 年度 3 , 081 , 098 1 1, 366 ,338 1 ,664 ,760 

未刊過仮年行物収度払売末上収金未金金収金
4 , 227, 244 2 ， 20日 ， 00日 2 ,027 ,244 よ日b、 1 31 , 652 ,098 1 25, 062 , 338 1 6 ,539 ,760 
1 ,235 , 364 2 , 200 , 000 ム 964 ， 636

3 . 別途会計1 ,930, 000 1, 930 , 000 
1 , 061 ,880 1, 061 ,880 科 目 |歳入予算 l 歳出予算 !差引残I局|翌年度へ繰越

小前年度繰言越十 31 , 177 ,244 22 ,530, 000 8 , 647 , 244 前別年途度か積ら立の繰金越 1 2 ， 377 ， 00J 1 2 ,377 , 0001 2 ,377 , 000 474 ,854 2 ,532 ,338 ム2 ， 057 ， 484

1 31, 652 , 098 1 25 , 062, 338 1 
言十 1 2 , 377 , 0001 1 2 ,377 , 0001 2 , 377 , 000 

.g- 言十 6, 589 ,760 
前引年度か当らの繰金越 1 2 ， 065 ， 0001 2 ， 065 ， 0001 。

ム未払金 言十 1 2 , 065 , 0001 2 , 065 , 0001 。

金 額 晶ぷらのぬい， 810 ， 0001 1 ， 810 ， 0001 。

刊行 物出版費 山2， ooo i 音ト 1 1 ,810, 0001 1 ,810 , 0001 。

ぷロ為 三ロ手トl 1 ,812, 000 メ同』 言十 1 6 ,252 , 0001 3 ， 875 ， 00日 1 2 ， 3 77 ， 0001 2 ,377 , 000 

1 7 B • 5 4 3 2 (斗

喜 5 昭 ?51 た 1iE i言科書1ifな iz z 自 5153211i量 il離iatii izi!i 宮15励2 1A 面 間 善宮古岳 山六 i晃に 山い 霊 ょ に i? i 設 日 会 日ス じ ー」 ど 於お 立 、びの よ の J 

の度 E 主fjを 4 1宅計の 2 3 け i 号 内 三 i 事 EF 喜音品 孟曜に 3面 ア' 責署 る 霊版園 喜 重故 自地ヵ 誌~ と 草き そ 手ー〈 日必要 デ・ 七月 外体国団 年三- 六号l ー行発月 なう 推進のとイラ ) (槍によ のそ 関催を 六月 他の ラ本展 澗沢、穂高澗、
な Jレ 苦的を目 の イ 量岳 五る 霊 堂ザ ハ集会 ニツ七日I 換交 と 号行発ー行発月 五ニ 設然保自 、」ン 夏診療山 に し、一O 山の テホ 土高地沢谷岳) 川

ェ の 七 立国計函 五 関す た婦人 日 た ノレ テ
研〉 日神し情 号 合色 。よ め..._. \，.._./~ 

• 6 • 5 • 4 3 2 ・ 同 - やす ・ . (，ロ) • çイ)

:iiij514 5な i責辞里 2z5 通話i 山 i自tbEz izz 費 講 F i HiZ1215 1;i さ集重行記 山」へ古里自里 高 ぉ i 主業霊 童 覧 車藍5 習 シ 究 ト )
害当与is i書 E 店 長 喜の の会 四会? 会 ヰE 会1 2i 五 五 語 る蓄の 事 E 喜 百 2 月 i Z 上 O

発行 一 八l号 無事草山 およ 於に 維進 そと その 二二三於ネ ム 要於 の 地高お日塁謹

六 なう 立一一 対策 月J 山 二 、 五1 ノレ コ1 六月シ九 を i4 に ー の 月 二 品 ji 本本 EY
号発 的目 )八月 関す O月 た 六 五 ヒ O月 日 ポ

、 め 日日日マ 会会 1 ジ

( 8 ) 
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一
O
月一

・
創
立
七
十
周
年
記
念
集
会
各

支
部

.

創
立
七
十
周
年
記
念
晩
餐
会

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

十
二
月
六
日

・

七
十
周
年
記
念
出
版
と
し
て

「覆
刻
・

日

本
の
山
岳
名
著
」

(
大
修
館
〉
を
刊
行

-
七
十
年
史
編
世
帯
に
業
手

-

海
外
登
山
援
助
の
た
め
の
基
金
設
立
に
つ

い
て
推
進
す
る
。

-

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
事

業
を
行
な
、
つ

昭
和
印
年
度
除
籍
者

二
三
四
二
吉
野
恵
夫

三
五

一三
犬
養
康
彦

四
四
七
三
近
藤
隆
治

四
五
三
五
福
原
健
司

四
六
二
三
大
場
経

四
七
O
八
和
田
匡
弘

五
四
五
七
鈴
木
和
信

五
八
O
七

国
際
基
督
教
大
学

山
岳
部
O
B

会

五
八
O
八
平
田
正
昭

五
八
七
四
埼

玉
大
学
山
岳

部

五
九
二
四
谷
修

一

五
九
二
八
松
崎
保
男

六
一
二
七
久
富
征
夫

六
三
四
七

依
田
雄
弘

六
三
六
六
岩

松

信
親

六
三
七
六
田
部
井
政
伸

六
四
二
六
長
島
宏

六
五
O
五
三
輪
主
彦

六
五
五
四
木
村
紀
夫

六
五
六
四
安
斎
富
雄

六
六
二
O

藤

田

孝

六
六
二
五
鏡
昭
夫

六
六
五
七
小
林
靖
夫

六
六
六
四

野

口
浩

一

六
七
一
四
川
藤
門
弘

六
八
五
O

小
林

孝
次

六
八
八

一
広
田
靖
典

六
九
O
二
高
橋
建
雄

七
O
O
七
余

野
木
修

七
二
=
ニ
吉

田

広
明

七
一
四
二

関
野
寿

七
一
六
一
原

因
洋

七
一
九
一
一
一巧
〉
巳
し
〉
の
開
河
・
〉
Z
関
何
回
凶

七
二
三
日
本
岩
登
協
会

七
二
五
O

P
-
-
-
L

・
ポ
ッ
プ
ル
ウ

ェ
ル

七
二
五
一

網
谷
憲

一

七
二
八
二
青
木
秋
子

七
三
三
七
横
田
絹
子

七
三
六
九
山
本
芳
雄

七
三
九
九
大
城
泰

七
回
O
九

太
田

浩

七
四

一
九
梅
村
隆
雄

七
四
八
二
清
水
孝

敏

七
四
八
九

小
川
博
久

七
五
四
六
勝

川

直
子

四
九
二
六

山
田

美
都
校

六
八
九
九
三
日
間
章
男

七
四
O
三
前
野
健

七
二
七
六
本
久

素
行

二
九
七
九
磁
悌
吾

=
一O
九
四
深
海
重
晴

六
O
七
三
松
浦
寿

幸

六
四
三
O

白
木
正

俊

五
三
三
四
落
合
永
子

五
六
二
五
加
納
信
夫

五
八
O
一
吉
川

友
章

五
九
六
七
太
田
陽
子

六
三
一
一
三
浅
井
修
二

六
四
二
三
向

井
清
孝

六
五
七
六
渡

辺

興
亜

六
六
二
九
石
垣
芳
久

六
九
O
O

替
永
進

七
三
六
三
平
本
明

七
四
六
三
中

ー

川

博
人

七
四
六
四
宮
波
正
行

一四
四
四
浅
井
東

一

一
六
五
九
大
阪
大
学
山
岳
部

福
島
越
後グ

信
波グ

東
海M

M
 

M
W
 

M
H
 

M
H
 

U
M
 

M
M
 

石

川
M
M
 

関
西

北
海
道

昭
和
五
十
年
六
月
二
十
日
発
行

旧
東

京
都
文
京
区
湯
島

一l

六
l

一

利
根
川
商
事
側
さ
く
ら
ピ
ル

発
行
所
組
一
川
日
本
山
岳
会

発
行
者
今
西
錦

司

編
集
代
表

大

森
久
雄

(
mご
三
八
六
(
代
表
〉

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
三
番
六
号

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

二
三
二
八
井

上

ぺ亮
平

五
O
四
ニ

中
村
光
伸

五
七
三
O

鵜
木
洋

六
=
二
五
河
田
徳
次

六
五
七
七
橋
本
卓

七
O
ニ
二

坂
西
俊

一

七
一
三
六
勢
戸
秀
夫

七
五
二
ニ
酒
井
利
直

六
六
一
四
河
合
登

六
六
一
八
青
田
陽
男

七
一
七
四
岡

田
保

七
四
七
人

山

根
純

一

六
二
三
四
池
田
尚
正

一
四
九
七
藤
村
泰
三

三
六
二
八
雨
{
邑
淳
一
一
一

四
八
四
三
丸
野
賀
正

五
五
三
六

内

藤
拓

六
一
七
三
芳
野
満
彦

六
六
五
一
山
岸
靖
彦

六
九
一
O

百
武
稔

六
九
一
八
帰

山

武
志

六
九
四
O

佐
々
木
征

一

七
O
七
四
鎌

田
忠

昭

七
二
六
二
横

山

史
郎

七
三
五
O

藤
野
忠
臣

七
四
三
九
斎
藤
頼
利

七
五
六
八
浪

川

純
吉

二
五
一
四
菊
池
徹

五
七
四
五
選
栄
植

五
九
六
O

久

保

治
紀

六
二
O
六
橋
本
勲

七
四
七
七
徐
忠
吉

七
五
七
九
鈴
木
勝

海 そ熊山関
H H 狩 R 符符 H n " 11 " " " "緒 #"，， 0) If Hn  111111 II lI nll  

外 {也本 陰 西
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山山山白骨量峰崎長 リ
M滋総弘主ぷ滋 開翌四時 __... þorCI!d雰照 I 11 

山

d、きな 1頁 一原有徳著
<A 5 判 360頁 〉定価2 ， 900円

原野から見た山
坂本直行画文集

<B 5 車r;人布特製本 〉定価4 ， 200円

雪原の足あと
坂本直行着く B 5 '1 '.'1206 Jl >定価2 ， 800円

日本の山旅
足立源一郎スケッチ帖

< A変型20srü定価3 ， 600円

いろりばた南会津山の会
< B24 ど リキ'J320 Jt >定価 1 ， 9∞円

すこし昔の話
宇刀~-ま量着f <問 J、判400A >定価 1 ， 200円

ブータン感傷旅行
小方全弘著 〈菊判280頁 〉定価980円

登項ゴジュンパ・カン
高橋進繍 < A 5 判 350頁 〉定価900円

東京都千代田区神田駿河台2の 1 ・ Te l (291)9442援替東京24723

昭和50年版

LlJ日言己
日本山岳会編

<A 6 ~ケ y ト 判〉定イ函950円

3 ， 0∞円
2 ， 5∞円
2 ， 300円
2 ， 000円
2 ， 000円
2 ， 2∞円
2 ，。∞円

山で唄う歌1集・ 2集
戸里子 日召・朝倉 宏編

<A 6 判 126頁 > 1 集240円・ 2 集280門

屋久島・美しい豊かな自然
赤星昌編 < B 6 判 202頁 〉定価480円

日高山脈北大山の会繍
〈菊判362頁 〉定価2 ， 2∞円

吉沢一郎古稀書己念論集

カラコラム
<B 5 判200頁 〉定価3 ， 4∞円

68年
67年
66年
65年
64'1" 
63年
62年

山岳
日本山岳会編

<A 5 判 〉

1 ， 0∞円総:索引

かんあおい
山下一夫著 <A 5 判 〉定価2 ， 600円

遥かなる未踏の尾根
マカルー 1970年

日本山岳会東海支部

<B 5 引iJ 430:n・カ ラ 64頁 〉定価4 ， 8∞円

シプトンの自叙伝 +哩 -eR

未踏の山河ふ 告訳
<A 5 判440瓦 〉定価 1 ， 900円

山に忘れたパイプ
藤島敏男著 〈菊寸"J 584主:ü定価2 ， 500円

講材本・草原・氷河
加藤泰安著< A 5 申J482頁〉定価 1 ， 5∞円

山の古典と共に
大島堅造箸〈凶六判280 Jt >定価 1 ， 5∞円

雪山・薮山川崎精雄著
< A 5 変型制'J 340頁〉定価 1 ， 2∞円

我がスキーシュプール
麻生武治著 < B 6 申J388頁〉定価3 ， 400円

山&スキ圃勾嘉門店-買い易ω

山の J吉
登山・スキー用具専門店

時-北ヘ来たら

山の J吉店山
東京都文京区栂島 3 丁目 38- 9 

片桐盛 之助
屯間取'î;i: ( 831) 1 7嗣 ・印刷得

-フレッシュな

山の J吉

の

大阪市北区梅ケ枝町101
TEL. 06 (362) 5736 

吃なさヒ ιア時な
主争 Et.. た. ?. 
千毛 l ミ;廷 J
-- ，品 ・い

τ・閉がち・・づF 写
す;_; 1; ~ 11~・ 2
す示 S T:: 
7 )昔、・~

り

aza3 . 

V
Z
L
t
d
b
w

下
宅
島o
t
司

を
三
』
与
え

Z

ム
ルS

奇
z
h
t
川
崎t
主
主
品
ヲ

四谷店 東京都新宿区三栄町三番地

TE L (351) 7432 ・ 1912

λ重洲口店東京都中央区λ重洲二円五
TE L (271) 1560-8575 

新宿店 新宿ステーションピル四崎
サービスショップ

T E L (352) 6 5 6 , 
日本 信銀加盟店

会山荘
,b 

タ
イ
4Lias-

J
H
.も向

山γ
1
牛

h
u
z
ｭ

る
+

，

U
z

-
-
三
H
J

秩

1

巴由
宍

a
・

Effo1 1l ﾐ¥ 11 t:. 問、
a‘ 
登山とスキー具

ø(写弓

( 10 ) 
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360 -1975 ・ B

四
月
理
事
会

〈
四
月
十
五
日
午
後
六
時
本
会
ル1
ム
〉

マ
出
席
者

今
西
会
長

、

織
内
副
会
長
、
板

倉
、

伊
倉

、

近
藤

、

浜
野

、

神
崎

、

松
丸

、

大
倉
、
山
本
、
回
村
各
理
事
、
佐
藤
、
望

月

、
山
崎

、

金
坂
各
註
替
貝

、

高
遠
一
委
員

マ
委
任

中
屋
副
会
長

、

宮
下

、

原
、
浜
口

各
理
事

マ
議
案

・

昭
和
四
十
九
年
度
収
支
決
算
の
件
(
伊
倉
〉

昭
和
四
十
九
年
度
の
収
支
決
算
に
つ
い
て

報
告

、

こ
れ
を
承
認
。
四
月
二
十
一
日
に
監

査
を
受
け
る
。

-

総
会
提
出
議
案
の
件
(
板
倉
)

総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て
説
明
、
こ
れ
を

承
認
。

・

ル
l

ム
閉
室
時
刻
の
件
(
板
倉
)

最
近
ル
1

ム
開
室
時
刻
が
守
ら
れ
て
い
な

い
の
で

、
一
般
利
用
は
午
後
八
時
ま
で、

委

員
会
や
行
事
な
ど
で
も
午
後
九
時
の
閉
室
時

刻
を
厳
守
す
る
よ

・
つ
に
次
期
役
員
に
申
送
り

す
る
。

-

会
員
意
(J
A
C

マ
ー
ク
)用
品
録
の
件
(
伊

倉
〉登

録
手
続
準
備
中
で
あ
る
旨
報
告
。
了
承

集
会
委
員
会
か
ら

ω
年
度
集
会
委
員
会
活
動
計
画
を
下
記
の

要
項
に
て
行
い
ま
す
。

4

月
初
日
(
日
)
集
会
委
員
会

、

親
陵
会
。

明
学
東
村
山

Jグ
ラ
ン
ド

5

月

四
日
(
月
〉
三
一
一O
回
映
画
会
。
ぉ

茶
の
水
日
仏
会
館
ホ
l
ル

6

月

2
1
n
日
(
土
、
日
〉
=
コ
二
回
、

現

地
小
集
会
。
上
高
地
山
研

8

月
初
日
(
水
)
三
二
二
回
、
明
大
チ
ュ
l

レ
ン

・

ヒ
マ
I

ル
報
告
。

J

・

A
・
C

ル
l

ム

9

月
刊
日
(
水
)
=
一二
三
回

、

尊
大
ヒ
マ
ル

チ
ュ
リ
報
告
。
J

・

A
-

…
4胃

報

.t:l::. : 
1:1 

務

‘,
F
'F11Ili

-
-

山

C

ル
l

ム

9

月

初
日
(
土
〉
一
二
一
一
四
回
、
女
子
エ
ベ
レ

ス
ト
報
告
。
J

・

A
-
c

ル
l

ム

9
月
初
日
(
火
〉
三
二
五
回
、
都
岳
地
F
ゥ

ラ
ギ
リ
l
報
告
。J
・

A

-

C

ル
l

ム

印
月

ω
日
(
日
〉
三
二
六
回
、
集
中
登
山
。

東
京
近
辺
の
山
に
て

日
月

初
日
(
月
〉
三
二
七
回

、

静
大
テ
ラ
ム

カ
ン
リ

l

報
告
。
J

・

A

-
C

ル
l

ム

日
月

初
日
(
木
〉
三
二
八
回

、

会
員
会
議
。

場
所
未
定
。

ロ
月

間
四日
(
金
)
一
二
一
一
九
回
、
忘
年
会
、
J

・

A
・

C

ル
1
ム

ロ
月
幻
自
(
臼
)
一
二
三
O
回
、
モ
チ
ッ
キ
大

会
。
陣
馬
山
頂

1

月

日
!
凶
日
(
木
!
日
〉
三
三
一
回
、
ス

キ
l
親
陸
会
。
八
方
尾
根

中
大
小
屋

2
月
初
日
(
金
)
一
三
ニ
二
回
、
支
部
懇
談
会

場
所
未
定

3

月
初
日
(
土
)
=
一
一
三二回
、
新
入
会
員
オ

リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
開

催
地
未
定

婦
人
懇
談
会
か
ら

婦
人
懇
談
会
で
は
、
ガ
ル
ワ
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ

研
究
会
を
毎
週
ル
1

ム
で
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
近
く
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
と

の
計
画
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
の

積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

計
画
第
二
回
目

印
合
同
婦
人
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
隊
(
ガ
ル
ワ
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ峰
)

実
施
予
定
一
九
七
六
年
五
月
l

七
月

連
絡
先
婦
人
懇
談
会
須
田
紀
子

軍
詰
自
宅

O
四
二
六
l

四
一
一l

。
九
五
六

O
三
l

五
八
一
ー

九
一
O
九

勤
務
先

( 11 ) 



360-1974 ・ 8山

環
境
庁
と
自
然
保
護
委
員
会
の
会
合

四
月
八
日
正
午
、
湯
島
会
館
に
宇
野
参
事

官
、
日
下
部
計
画
課
長

、

中
島
・

土
田
の
両

氏
の
四
名
を
お
招
き
し
て

、

昼
食
を
共
に
し

な
が
ら
種
々
懇
談
を
行
っ
た
。

話
題
は
「
観
光
道
路
」「林
道
」
に
つ
い
て

、

夏
季
の
叙
沢
・

潤
沢
な
ど
の
過
密
キ
ャ
ン
プ

と
自
然
破
壊

・

衛
生
と
の
問
題
、
再
燃
し
て

い
る
上
高
地
ケ
ー

ブ
ル

、

又
自
動
車
の
乗
入

れ
禁
止
、
開
発
反
対
と
地
元
利
益
と
の
衝

突
、

ア
ル
プ
ス
に
お
け
る

山
小
ふ
口
の
規
制
、

登
山
者
激
増
と
水
質
汚
染
の
問
題
等
々
、
す

こ
ぶ
る
多
岐
に
渉
っ
た
が

、

お
互
に
忌
悩
な

い
意
見
を
交
換
し

、

今
後
の
連
絡
・

協
力
を

約
し
て

、

三
時
解
散
し
た
。
本
会
か
ら
は
村

井
米
子

、

大
野
、
板
倉
の
各
委
員
、
伊
倉
理

事
が
出
席
し
た
。

な
お
蝶
ケ
岳
ケ
ー

ブ
ル
架
設
に
つ
い
て
は

『
自
然
保
護
』

一
五
四
号
の
「S

・

o
-
s

通
信
」
と

、

日
本
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
守
る

会
の
会
報
(
三
月

一
日
号
)
に
詳
し
い
記
事

が
載
っ
て
い
る
が
、
本
委
員
会
と
し
て
も
こ

う
し
た
社
会
情
勢
に
逆
行
し
た
計
画
に
は
断

然
反
対
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ

る
。

…
ル
ー
ム
日
誌
一
(
印
年
4

月
)

3
日
(
木
)
指
導
委
員
会
海
外
連
絡
委
員

会

ナ
ン
ダ
デ
ヴ
イ
委
員
会

7
日
(
月
)
集
会
委
員
会

8

日

(火
〉
自
然
保
護
委
員
会
婦
人
懇
談

会
(
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会
〉

9

日

(水
)
指
導
委
員
会

日
日
(
金
〉
『
山
岳
』
編
集
委
員
会
、
集
会

委
員
会

、

ナ
ン
ダ
デ
ヴ
ィ

委
員

A
Z
 

日
日
(
火
〉
理
事
会

日
日
〈
水
)
指
導
委
員
会

げ
日
〈
木
)
ナ
ン
ダ
デ
ヴ
ィ
委
員
会

幻
日
(
月
)
拍
翠
委
員
会

、

学
生
部

、

図
書

委
員
会

、

婦
人
懇
談
会
〈
ヒ
マ

ラ
ヤ
研
究
会
)

( 12 ) 

ね
日
(
水
)
昭
和
日
年
度
通
常
会
員
総
会、

懇
親
会

川品
目
〈
木
〉
ナ
ン
ダ
デ
ヴ
ィ

委
員
会

四
月
中
来
室
者
五
O
四
名

異

動

L:>. 
ココE

員

除
籍
取
消

四
五
六
八
小
泉

五
二
六
八
岩
間

退
会
者

四
六
O
五
佐
藤
一
英
(
印
年

4

月
)

一O
五
O

赤
星
平
馬

(
閃年
4

月
)

四
七
六
三
朝
日
村
役
場

山
岳
部
(
印
年
4

月
〉

昭
和
M同
年
度
の
会
員
異
動
状
況

新
入
会
員

一
二
三
名

復
活
会
員

二
名

退
会
一

O
名

物
故
一
七
名

除
籍
(
川
崎年
度
)
八
八
名

昭
和
印
年
3

月

紅
白
現
在
の
会
員
数
は
三

二
五
一
名
。
前
年
度
よ
り

一
O
三
名
増
。

ま
た
、
昭
和
印
年
度
韓
相
者
一
O
一名
。

昭
二

利
美


